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交差点付近における建築物は，都市景観において視覚的なランドマーク性を有している．しかし，屋外

広告物や街路樹，他の空間要素によって阻害され，角地建築物や周辺空間デザインのランドマーク性を活

かすという配慮が欠けている．そこで，本研究では交差点の空間構成を考慮したランドマーク性の定量評

価を行うために，3DCGによる交差点空間の幾何学的形態要因の分析と類型化を行い、3DCGを用いた歩行

疑似体験を通して視覚心理評価実験を行った．その結果，人が建物を印象的に感じるという目立ち度は画

像内の建物の割合を示す透視面積率の積分値との間に高い相関がみられ，歩行者は交差点空間での建物の

印象よりも一連の歩行体験の中で建物を捉え印象的に残ると評価していることが明らかとなった． 
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１．はじめに 
 

都市の街路網においては，目的地までの移動の目印と

なる交差点角地や，都市のシンボル的な印象を与え，ビ

スタ景を形成し得るＴ字路の突き当り箇所が景観形成に

おける要所となる．こうした場所は，建物にそのスケー

ルや形態を通じて誘目効果の高いランドマーク性を与え

る．ケビィン・リンチも「都市の軸となる複数の道路

(パス)の交わる交差点(ノード)における角地の目印とな

るランドマークと含めて，一体的に操作することで記憶

に残りやすい都市になる」ことを述べている．しかしな

がら，実際の街路空間では，角地建築物の視認性に配慮

のない公開空地の緑化や，角地建築物の壁面の目立ちや

すさから屋外広告看板で覆われるなど，良好な景観形成

のポテンシャルを活かしきれていないのが現状である．

そこで，どのような特性を持った場が本来人々の目に付

きやすく，印象的に残りやすいかを明らかにすることが

必要である．また本研究におけるランドマークポテンシ

ャルとは「建物の規模によらず、むしろ視覚的にその場

が本来有するランドマーク性」と定義する． 

本研究では，街路網における結節点というマクロ的な

視点から交差点に注目し，実際の街路景観の現地調査か

ら交差点空間のパターンの抽出および角地建築物の見え

方に関する幾何学的な形態要因を分析する．さらに心理

評価実験によりどのような街路パターンの建物が視覚的

インパクトを与え印象に残りやすいかという尺度値を求

める．そして，この尺度と形態要因との関係性から交差

点パターンとその近傍の建物のランドマーク性を評価す

ることを目的としている． 

  

 

２．交差点パターンの分類 

 

 交差点空間は複数の街路の結節点であり，単調な街路

空間とは異なる様々な景観構図を生み出す場である．ま

た街路空間における建物のランドマーク性に大きな影響

を与えるのは街路の骨格を決める交差点の形状であると

考えられる．このことから実際の街路には十字路やＴ字

路など様々なパターンが存在するが，主に次の２つのタ

イプに分けられる． 

① 角地型：十字路交差点の直角角地 

Ｘ字路交差点の鋭角角地や鈍角角地 

② 正対型：Ｔ字路・Ｙ字路のつきあたり 

①のタイプの角地建築物の遠方からの視認性は壁面に

同化してしまい低下するが，交差点近傍では手前の建物

との見え隠れによって歩行者に急激なインパクトを与え



 

 

る可能性がある．互いに交差する道路の幅員に対応する

だけの広がりを持った空間であるため視認性の変化が大

きいのが特徴である．②のタイプでは，進行方向正面に

常に見ることができるためアイストップ型のビスタ景を

形成し，見え隠れがないためにその街路を印象づけるイ

メージを安定して形成する．表-１にこの2つの角地型と

正対型のタイプの交差点パターンを示す． 

 

表-1 角地型と正対型の分類 

鋭角
角地

鈍角
角地

Ｔ字路 分岐路

Ｙ字路 五叉路

角地型

正対型

通常

十字路

直角
角地

Ｘ字路

角度

 さらに街路パターンに加えて，進行方向道路の幅員と

交差道路の幅員の関係から広-狭道路や狭-広道路がある． 

 実際の街路はこれだけでなく，より複雑に交差してい

るのが現状であるが，本研究ではここにあげたパターン

を用いて評価する． 

 

 

３．評価モデルの設定 

 

 交差点角地というその場が本来持つ視認性を把握する

ため，対象となる角地建築物の付属物や表面形態および

電線電柱や屋外広告物など他の街路景観構成要素を排除

したモデル街路を３次元コンピューターグラフィックス

（以下３DCG）により作成した．実際の街路映像では，

同じような環境条件で異なる建物のランドマーク性を比

較することは困難である．しかし３DCGでは街路幅員や

道路の交差角度そして建物の形態などを変化させた様々

な空間モデルを作成することが可能となり，移動を考慮

した歩行者視線の一定高さでの評価も可能となる． 

 

(1) 街路横断構成 

モデル空間の街路は，第4種第2級の都市部の補助幹線

道路とした．また車道部は路肩を含めて7ｍ，歩道部は3

ｍずつ計13ｍとしたものを標準とした．縁石の高さは

25cmで歩道の高さは2cmのセミフラット形式とした． 

 

(2) 建物構成 

対象とした地域は都市計画法の用途地域で定められる

商業地域とし，９ｍ区画の敷地に一辺８ｍの建物を配置

し建蔽率80％以内とした．間口幅および間隔はすべて一

定となっている．また建物高さは心地よい囲まれ感を示

すＤ/Ｈ＝1～1.5を考慮し，９ｍを標準高さとした． 

 

  

図-1 十字路モデル(50ｍ)   図-2 Ｔ字路モデル(50ｍ) 

 

 

４．角地建築物の形態要因分析 

 
 交差点空間の角地やつきあたりに存在する建築物の幾

何学的要因による影響を歩行者が視覚的に把握すること

を明らかにするため，作成したモデル街路において，透

視面積率という指標を透視形態での見えの大きさとして

用いる．ここでいう透視面積率とは画面内に占める対象

建築物のピクセル数の割合で測定する． 

まず，視点の移動を考慮した透視面積率の面的な分布

を示すポテンシャル等高線を作成し，その透視面積率の

積分値を求め，角地型の代表となる十字路直角角地と正

対型の代表であるＴ字路の比較を行う． 

次に道路要因である交差点パターンごとの比較と幅員

変化による比較を行い，最後に建物要因である対象建物

の建物高さ（突出率）を変化させた場合の角地型と正対

型の比較を行い，さらに建物の隅切りを行った場合の変

化を透視面積率曲線の変化により分析する． 

 

(1)ポテンシャル等高線による比較 

(a)方法  

標準横断構成における評価モデルを用いて，一辺 0.5

ｍのグリッドで近似曲線を作成し，視距離に応じた透視

面積率を測定して，視覚的に有効な範囲内(熟視角１度

の透視面積率 50×10-4)での累積値をポテンシャル等高

線の積分値として角地型と正対型を比較する． 



 

 

(b) 結果  

ポテンシャル等高線の積分値は，図-3，図-4 から累積した

透視面積率を求めると以下の図-2のようになった． 

角地型：25.50×2方向＝51.00（×10-4） 

   正対型：76.86×1方向＝76.86（×10-4） 

 よって，面的に正対型の方が1.7倍となり，影響が広

範囲に及んでいることが判明した．また，角地型では建

物をランドマークとして認識できる距離は 80ｍ程度，

正対型では130ｍ程度となった． 
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図-2 ポテンシャル等高線の積分値 

図-3 角地型（十字路）のポテンシャル等高線 

図-4 正対型（Ｔ字路）のポテンシャル等高線 

(2)街路要因による比較 

 面的に正対型のポテンシャルが高いことが明らかとな

ったことから，角地型の透視面積率の変動が最も大きい

ところ，すなわち対岸の歩道空間上において透視面積率

を測定し，透視面積率曲線で扱っていくことにする． 

(a)街路パターンによる比較 

交差点のパターン分類をした7パターンについて透視

面積率曲線を求め，その特徴を分析する． 
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図-5  街路パターン別の視距離と透視面積率の関係 

 

 正対型の中でも，図-5からＥとＦが透視形態上では最

も見えている面積が常に大きいため，ほぼ同等となった．

しかし面的に見れば，五叉路の方が，見られる方向が多

いため実際には最も高い評価となる． 

また，角地型は60ｍ付近でＧとの逆転現象が生じてい

る．ここから正対型の正面性よりも交差点空間の開放性

が影響し，角地の２面性が利いてくると考えられる．こ

れが45ｍ地点でも同様な傾向がみられ，角地型のＡおよ

びＣは50ｍ地点で正対型のＤに逆転現象を起こし，さら

に45ｍ地点では正対型のＹ字路タイプのＥとＦを超えた

値となっている．これはＴ字路は一面のため早い段階で

起こり，またＣは視点場方向に面を向けているため，そ

してＥおよびＦは反対側の面の視線入射角が小さくなる

ことで透視面積が小さくなることが影響したからである．

つまりこれらのことから，角地型の見え方は60ｍ程度か

ら変動が大きくなるといえる． 

(b)街路幅員による比較 

 評価モデルで街路幅員の変化が可能な範囲で，車道幅

3パターン・歩道幅2パターンの組み合わせで計6パタ

ーンのモデルを作成し，街路幅員による影響をみる． 

車道幅：3.0ｍ・4.0ｍ・5.0ｍの３段階 



 

 

歩道幅：3.0ｍ・3.5ｍの２段階 

街路幅員：13.0ｍから18.0ｍまでの６段階 
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図-6  視距離による街路幅の影響 

 

 視距離120ｍから100ｍにかけてはほとんど変化はない

が，80ｍから60ｍにかけて変動が大きくなり，幅員の影

響が現れ始める．透視面積率を目的変数として，街路幅

を説明変数ｘ１，視距離を説明変数ｘ２として重回帰分

析を行った結果，重決定係数0.779となり，角地型にお

ける透視面積率は街路幅員と視距離によって概ね決定さ

れ，視認性には広幅員街路が有効であることが言える． 

 

(3)建物要因による比較 

(a)建物の突出率（周囲の高さに対する比）による影響 

 角地型および正対型の建物高さの突出率を1.5,2.0と

変化させ，変動および増分を比較する． 
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図-7  突出率による透視面積率の変化 

表-2 突出率増加による影響 

視距離（m) １．５（＋） ２．０（Ｔ） １．５（＋） ２．０（Ｔ）
100 1.90 3.35 1.51 2.02
90 1.87 3.26 1.56 2.10
80 1.79 3.01 1.52 2.04
70 1.73 2.84 1.56 2.10
60 1.64 2.63 1.51 2.02
50 1.57 2.37 1.51 2.03
40 1.31 1.75 1.51 1.88  

表-2から十字路において100ｍ～80ｍにかけては，突

出率1.5で1.8倍から1.9倍の影響があり，突出率2.0にお

いては３倍以上の影響がある．このことからＴ字路での

突出効果よりも，建物の見え隠れによる影響により角地

型の突出効果の方が大きい．  

(b)建物の隅切りによる影響 

 角地型においてはデザインの幅を持たせるためにも建

物の隅切りが有効である．そのため隅切りを行っても遠

方からの視認性が十分保たれるかどうか，評価モデルに

おける透視面積率の変化を測定する． 

表-3 建物の隅切りによる影響 

視距離（ｍ） 周囲のみ 全て 対象のみ
100 1.10 1.09 0.94
90 1.17 1.16 0.99
80 1.21 1.19 0.99
70 1.21 1.19 0.99
60 1.23 1.20 0.99
50 1.24 1.22 0.99
40 1.08 1.06 0.99  

 表-3から隅切りも効果は90ｍ～80ｍ付近から徐々に現

れ，最終的に隅切りされている交差点での対象への隅切

りの効果は1.2倍程度上がる．対象となる場のみ交差点

空間の歩行者滞留スペースとして隅切りを行っても視認

性は１％程度低減するだけでほぼ保たれる．  

 

 

５.心理評価実験の画像の設定 

 

 街路空間における建物のランドマークポテンシャル

の評価には，幾何学的な形態要因分析の他に，街路を実

際に歩行者の視点から見た視覚評価が不可欠である．そ

こで本研究では作成した評価モデルの中を通過する画像

を作成し，これを被験者に提示する方法で視覚心理評価

実験を行う．これにより様々な街路パターンにおける場

のポテンシャルを心理的側面より測定できる． 

カメラ位置は歩道中央に置き，歩行者の視線高さとな

るよう歩道路面から1.5ｍと設定し，その高さを保って

カメラを街路空間内で移動させ被験者に3DCGの中を通行

する疑似体験を行ってもらう．一般な人間の視野角に冠

する60度コーン説を考慮し，CG内のカメラ画角も同じ60

度にし，画角の近似を行う．本来ならばスライドを歩行

速度と同等の速度にした動画がより望ましいが，各視点

での評価を計測すること及び被験者の負担を考慮して視

距離200ｍからの静止画の断続提示を行った． 



 

 

６．角地建築物の視覚心理評価実験 

  

作成したモデルの中を通過する映像を作成し，被験者

に３DCG によって作成された画像群を提示する方法で視

覚評価実験を行う．シークエンス的な歩行体験を通して

視距離に応じて変化する角地建築物の見え方の視覚評価

が重要であり，様々な交差点パターンを評価してもらい，

被験者がどのようなパターンで角地建築物が印象に残る

かを明らかにすることが目的である． 

角地建築物の視覚的なランドマーク性の尺度化には一

対比較法を用いた．200ｍ地点から 10ｍ間隔で 40ｍまで

静止画像をランダムに2つずつ提示し，「目立ち度」の

優劣を判断してもらった．その後，角地建築物の視認性

の影響圏域を把握するため「目立ち始めの距離」を被験

者に回答してもらった． 

 

(1) 画像の提示方法 

スライドショーを用いて，画面にスライド画像を断続

的に提示して被験者に評価をしてもらう．映像評価をし

てもらう際には，画角の近似を行うためディスプレイと

被験者の視点までの距離を25cmとして実験を行う． 

 

(2)実験方法 

被験者に時間的な負担をかけないために，200ｍの街

路を10秒程度で提示し，全体の実験時間を45分以内に収

めることとする．作成した評価モデル15パターンを2つ

ずつ総当りで提示し，一対比較を行う．評価映像ごとに

適当な評価がされているかを検討するために同じ映像の

組み合わせを混入し，さらに，前後効果の影響がないこ

とを確かめるため，前後ランダムに入れ替えた．また，

評価についての誤解のないように事前説明を行う． 
実験手順は，映像を2つ見てもらい，その後で5秒間の

回答時間の間に質問に答えてもらう．質問は，2つ1組の

映像で，「はじめに見た映像が後に見た映像よりも建物

が印象的に感じた」かという質問をし．回答は○か×で

してもらい，同程度は無しとしている．最後に，15パタ

ーンのすべての映像に対して，「角地建築物がどの距離

から目立ち始めたか」という質問を10ｍ単位で回答して

もらう． 
 

(3)実験結果 

被験者実験によって得られた回答結果から，「目立ち

度」の尺度値を求める．評価モデルごとに一対比較を行

っているため勝敗表を作成する．その勝敗表から被験者

人数の31人で割り，確率に変換する．ここからサースト

ンの方法に基づき尺度値を算出する．この結果を表-4に

示す．さらに目立ち始めの距離を被験者の平均値により

算出したが，これが本当に信頼できる差があるといえる

のかを確認するために，標準偏差を考慮したものを街路

パターン別に図-8に示す． 

 

表-4 尺度化の結果 

タイプ パターン 尺度値 順位
A(通常) 9.8 11
B(広‐狭) 0 15
C(狭‐広) 10.2 10
D(通常) 16.4 9
E(広‐狭) 9.7 12
F(狭‐広) 17.3 8
G(通常) 5.6 14
H(広‐狭) 8.7 13
I(狭‐広) 30.2 7
J（通常） 69.7 4
K（広） 59.1 5
L（斜) 56.1 6

M（通常) 100 1
N(鋭角） 71.2 3

O（五叉路） 92.1 2

Y字型

直角角地

鋭角角地

鈍角角地

T字型
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図-8 標準偏差を考慮した目立ち始めの距離 

 

目立ち度の尺度は，表-4 から正対型が全て角地型よ

り評価が高く，中でもＹ字路型は一番高い評価となった．

角地型は鋭角角地や狭幅員が印象に残りやすいという結

果が得られた． 

目立ち始めの距離に関しても常に対象として認識でき

る正対型の影響圏域は角地型に比べると大幅に広がり，

図-8から平均で 130ｍ付近まで及んだ．それに対し角地

型は平均で 70ｍ程度である．またそれほど優位な差が

見られたわけではないが，角地型の中でも鋭角角地は他

の角地型に比べ目立ち始めの距離が大きい結果となった． 

 

 

７．考察 

 

正対型はパターン区分の順に全て高い評価が得られた．

これは沿道建築物のスカイラインによる視線誘導や空間

の断絶による額縁効果によって視軸上のアイストップと



 

 

なったためで，中でもパターンLやNは積分値が角地型

と同等にも関わらず高い目立ち度が得られたが，正面性

かつ進行方向への奥行き感を有していたからと考えられ

る． 

一方，角地型ではそれほど評価に大きな差がなかった．

これは常にアイストップとなる正対型とは異なり，遠方

からある程度まで接近しないと壁面と同化してしまいラ

ンドマークとして認識されないからである．しかし鈍角

角地のパターンIは他の角地型と比較し高い評価が得ら

れた．これは狭幅員かつ空間に対して常にファサードを

向けているため，正対型同等の効果があるためである．

また鋭角角地のパターンFとDは積分値が最も小さいが，

角地型の中でも若干高い評価が得られた．これはシーク

エンス体験の中で交差点角地の端点に視線が集中し，視

線入射角(視線と壁面のなす角)が小さいことで，建物へ

の誘目性が高くなり印象に残りやすかったためであろう． 

目立ち始めの距離に関しては角地型で平均して70ｍ前後

であるのに対して，常に対象として認識できる正対型は

影響圏域が広がり平均して130ｍ付近まで及んだ．建物

の2.0～2.5m程度の出入口や窓枠などを有効な視覚対象

として認識できるかを考慮すると，視覚の限界値熟視角

１度から115～140ｍ程度となりほぼ一致した． 

 

(2)透視面積率と目立ち度尺度との相関関係 

 

目立ち度尺度と透視面積率の積分値(視点移動による

透視面積率の累積値)との相関を図-9 に示すと強い相関

(R=0.795）が得られた．特に正対型で顕著な傾向を示し

た．これは人が角地や正面の建物を認識するのは，交差

点にさしかかった箇所で一時的に視認する最終透視面積

率(R=0.02)ではなく，歩行時の一連のシークエンス的な

景観体験の中で建物の印象を感じる積分値によるものと

決定付けられる(表-5の積分値のｔ値参照)． 
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図-9  透視面積率の積分値と目立ち度尺度の相関 

表-5 重回帰分析の結果 

説明変数 t値

透視面積率の積分値 7.306

最終透視面積率 -2.256
最終見込角(rad) 0.213
最終視線入射角(rad) 0.003
進行街路幅員(m) -2.889

交差街路幅員(m) -1.225

重相関係数R 0.953

寄与率R^2 0.909

目立ち度尺度への影響

 
 
８.  まとめと今後の課題 

 

本研究において，交差点付近の角地建築物のランドマ

ーク性の評価においては，街路パターンの区分によって

評価順位が概ね決定されることから，街路空間構成の街

路パターンが大きく影響することが明らかとなった．こ

のことから，次のことが言える．「目立ち度尺度」の高

いＹ字路やＴ字路などの正対型は，透視面積率の積分値

も高く，シークエンス的な街路空間を要する建築物の配

置に適している．例をあげれば，広く多くの人に視認性

が求められる駅舎や市役所等の公共施設などである．ま

た，形態要因の分析および心理評価実験からも角地型の

中で高い評価が得られた鋭角角地は，交差点空間に接近

する前に視認性が高いという特性から，運転者の視線か

ら有効となる施設の配置が効果的である．こういったラ

ンドマークとしてのポテンシャルを持つ「場」が，今後

の交差点空間の整備の際に活かされればより人々の印象

に残りやすいランドマーク性のある空間となりうるであ

ろう． 

今回は街路幅員や街路パターンなどの街路空間構成に

注目したが，さらに今後は他の屋外広告物や電線電柱な

どの景観構成要素によるポテンシャルの低減や建物の規

模，ファサードの影響の変化，オープンスペースとの兼

ね合いも含めて，総合的に考えていく必要がある．また

今回実験をする上で画像内の視野の限界があったため，

今後はより歩行者の眼球運動や頭部の運動といったより

歩行者の歩行時の実態を考慮する必要がある．正対型の

ランドマーク性が潜在的に高いということは言えたが，

歩行者の頭部の動きにより視線入射角が有利に働くとむ

しろ角地型のインパクトが，正対型に比べ高くなる可能

性も残されている． 
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